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●事業所から出る食品廃棄物等の実態調査票＜令和３年度実績＞

その他（　 ）

食堂や事務所から発生する残飯や厨芥類の事業系一般廃棄物等をいいます。

調査票番号

100%合計

問２　貴事業所における令和３年度の食品廃棄物等の年間発生量のうち、市町村で処分した量、有償・無償
　　　で引き渡した量等の割合を記入してください。

※ａ及びｂは、各食品廃棄物の発生量を100％とした場合の、発生割合をご記入ください。
　 （aとｂの合計は100％となります。）

調査票が届いた事業所から令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）の１年間に
発生した食品廃棄物等についてご回答ください。

（事業系一般廃棄物として処理を行ったものが調査の対象です。）

１つのゴミ袋に食品廃棄物とそれ以外の廃棄物が混じっている場合の食品廃棄物のおおよその割合は
【　　　　】％です。

問１　貴事業所における、令和３年度の食品廃棄物等の発生量等をご記入ください。
　　　発生量を計測していない、わからない場合は、現状の排出状況等から推計して記入してください。

割合（％）

a 可食部 b 不可食部

100%   ①食べ残し

本来食べられるにもかかわらず捨てられてしまう食
品のこと。
例えば、購入した食材・食品、食材を加工・調理等
してできた食品及び副次的に発生したもので食用に
できるもののうち、最終的に人に食されることなく
食品廃棄物等となってしまったもの（調理期限、賞
味期限切れ、お弁当の食べ残し等）

加工・調理等の工程で副次的に発生したもので、食
用にはできないもの（魚・肉の骨、野菜くず等）

区分 割合（％）

市町村に処理を委託した量 100

他社に売却した量、無償で引き渡した量

食品廃棄物等とは

可食部（食品ロス） 不可食部

50
kg 　・　 t

 袋（70ℓゴミ袋）

年間発生量 単位

 ②加工原料くず、製品くず、調理
くず

750
kg 　・　 t

 袋（　　ℓゴミ袋）
20 80

 ③期限切れ、売れ残り、返品等の
手をつけていない食料品等

8
kg 　・　 t

 袋（　　ℓゴミ袋）
100%

 ④その他（　　　　　　　）
（例：茶殻、コーヒー殻、ティーパック等）

kg 　・　 t
 袋（　　ℓゴミ袋）

記 入 例




